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「第三期西東京市人にやさしいまちづくり推進計画」の策定にあたって 
 

 

西東京市人にやさしいまちづくり条例（平成19年12月20日条例第68号）第７条

の規定に基づき、平成21（2009）年３月に「西東京市人にやさしいまちづくり推

進計画」（以下「第一期」といいます。）を策定しました。 

 

その後、平成31（2019）年３月には「第二期西東京市人にやさしいまちづくり

推進計画（以下「第二期」といいます。）を策定し、市の上位、関連計画等に基づ

く取り組みとの整合・連携を図ることから、第一期からの基本理念と基本方針をも

とに設定する３つの基本目標ごとに施策の方向性を示し、それぞれに該当する具体

的な施策を各分野の個別計画等に基づき列挙し、今後の目標を定め、目標実現に向

けた取り組み状況を定期的に調査してきました。 

 

第二期の計画期間中、新型コロナウイルスの流行がありましたが、感染症対策等

を行いながら取り組みが進められ、人にやさしいまちづくりの実現に向け着実に進

んでいるものと考えています。 

 

今回、第二期の計画期間が令和５（2023）年度までのため、「第三期人にやさし

いまちづくり推進計画」（以下「本計画」といいます。）では、第二期からの基本

理念や基本方針を引き継ぐとともに、新たな施策も加えることで、引き続き、住ん

でみたい、住み続けたい、住んでいて良かったと思えるまちの実現を目指し、令和

6（2024）年度から令和10（2028）年度を計画期間として策定しました。 
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１ 計画の基本事項 

 

１－１ 計画策定の目的 

本計画は、すべての市民が快適で、安全・安心に暮らしていけるまちを実現するた

め、人にやさしいまちづくりの推進に必要な基本理念、基本方針、基本目標、施策

を総合的・体系的に示すことを目的としています。 

人にやさしいまちづくりの推進にあたっては、まちを形成する社会基盤施設等の

整備ばかりでなく、市民・事業者の理解、協力が不可欠であることから、本計画で

はハード・ソフトの両面からの取り組みを示します。 

 

１－２ 計画の位置づけ 

本計画は、第二期の考え方を継承し、西東京市における「人にやさしいまちづく

りの総合的な指針」として位置付けます。また、本計画は、以下に示す市の上位・

関連計画等と密接に関係しているため、各計画等に基づく取り組みとの整合・連携

を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上位計画 

 

西東京市都市計画マスタープラン 

西東京市基本構想・基本計画 

交通・基盤関連計画 

 西東京市地域公共交通計画 

みどり･環境関連計画 

 西東京市みどりの基本計画・ 

西東京市公園配置計画 

西東京市環境基本計画 

福祉関連計画 

 西東京市地域福祉計画 

西東京市高齢者保健福祉 

計画・介護保険事業計画 

西東京市障害者基本計画 

西
東
京
市
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画 

 

 整
合
・
連
携 

西東京市健康づくり推進 

プラン 

子ども・子育て支援関連計画 

西東京市子育ち・子育て 

ワイワイプラン 

西東京市交通安全計画 

西東京市農業振興計画 

西東京市道路整備計画・ 

西東京市無電柱化推進計画 

整
合
・
連
携 

教育関連計画 

 西東京市教育計画 

その他関連計画 

 

 

 

 

 

西東京市地域防災計画 

西東京市文化芸術振興計画 

西東京市スポーツ推進計画 
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１－３ 計画の期間 

本計画の期間は、令和６（2024）年度から令和10（2028）年度までの５ヵ年

とします。 

本計画は、さまざまな分野に関係しており、市の上位・関連計画等に基づく取り

組みとの整合・連携を図ることから、社会状況等の変化を踏まえるとともに、上位・

関連計画等の改定状況を考慮しながら適宜見直しを行います。 

 

１－４ 計画の進行管理 

本計画では、市の上位・関連計画等に基づく取り組みとの整合・連携を図ること

から、基本理念と基本方針をもとに設定する３つの基本目標ごとに施策の方向性を

示し、それぞれに該当する具体的な施策を各分野の個別計画等に基づき列挙します。 

そのうえで、第二期の期間で行われた施策の取り組みを整理し、今後の目標を定

め、目標実現に向けた取り組み状況を定期的に調査します。 

また、この間の市を取り巻く社会状況等の変化に応じて、新たな具体的な施策を

示し、その取り組み状況も定期的に調査します。 

取り組み状況の調査の結果、必要に応じて、本計画の見直しを行います。 

本計画の見直しや次期計画を策定する際は、市民、学識経験者や関係団体代表で

構成する「西東京市人にやさしいまちづくり推進協議会」への諮問・答申を経たう

えで行います。 
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答申  諮問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 取り組み状況の調査 

Ｃｈｅｃｋ 

② 具体的な施策の実施 

Ｄｏ 
④ 本計画の見直し 

Ａｃｔｉｏｎ 

① 本計画の策定 

Ｐｌａｎ 

⑤ 次期計画の策定 

Ｐｌａｎ 

西東京市人にやさしいまちづくり推進協議会 

ＰＤＣＡ 

サイクル 
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２ 計画の基本的な考え方 
 

２－１ 西東京市人にやさしいまちづくり条例について 

「西東京市人にやさしいまちづくり条例」の理念は、以下に示すとおりです。 

本計画は、条例の理念を十分に踏まえ策定しています。 

 
（基本理念） 

第３条 人にやさしいまちづくりは、市民が安心して、安全に暮らせるまちを実現 

するため、市民、事業者及び市の相互の信頼の下に、協働により行われなければ 

ならない。 

２ 人にやさしいまちづくりは、土地基本法第２条に規定する土地について公共の 

福祉を優先させるものとする基本理念及び環境基本法第４条に規定する環境への 

負荷の少ない持続的発展が可能な社会の構築を旨とする基本理念を踏まえ、総合 

的かつ計画的に行われなければならない。 

３ 人にやさしいまちづくりは、地球環境への配慮、緑の保全と創出、人と緑の触 

れ合いについて策定した市の定める緑化に関する計画に基づき行われなければな 

らない。 

４ 人にやさしいまちづくりは、高齢者・障害者等をはじめすべての市民が暮らし

やすくするため、障壁等がなく自由に行動できるまちにしていくことを基本とし

て行われなければならない。 

 

また、西東京市人にやさしいまちづくり条例第7条では、西東京市人にやさしいま

ちづくり推進計画の策定を規定しており、同条第2項では推進計画に定める事項を、

以下のとおり規定しています。 

 
（推進計画の策定） 

第７条（略） 

２ 推進計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

（１）基本理念の普及・啓発に向けた教育・学習に関する事項 

（２）人にやさしいまちづくりに係る情報の提供・交換に関する事項 

（３）高齢者・障害者等に配慮した人にやさしいまちづくりの推進に関する事項 

（４）公共施設のバリアフリー化（障害者基本法第21条に規定する施設のバリア 

フリー化をいう。以下同じ。）の推進に関する事項 

（５）小規模店舗等のバリアフリー化の推進支援策に関する事項 

（６）人にやさしいまちづくりを支援する民間施設の確保に関する事項 

（７）公共交通機関のバリアフリー化に向けた交通事業者への協力要請に関する 

事項 

（８）緑地の確保及び保全による良好な自然環境及び居住環境に関する事項 

（９）前各号に掲げるもののほか、人にやさしいまちづくりに関する施策に必要な事項 



6 

 

２－２ 基本理念 

本計画の基本理念は、条例の理念を踏まえ、以下のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

 

第二期では、市民・事業者・行政が、あらゆる人の状況を理解し互いに協力しな

がら、まちづくりや支えあい・助けあいの活動に取り組むことにより、すべての市

民が安心して暮らしていける「西東京市」を目指してきました。 

 

本計画においても引き続き、この基本理念のもと、快適に、安心して、安全に暮ら

せるまちの実現を目指します。 

 

 

２－３ 基本方針 

 基本理念をもとに、本計画の基本的な方向性（基本方針）は以下の３点とします。 

 

基本方針１  だれもが人にやさしい支えあいのまちづくり 

人にやさしいまちづくりは、市民一人ひとりが意識をもち、他人を思いやる心を

持つことなしには、実現できません。「まちづくりは人づくり」との観点に立ち、

市民のやさしい心を育む取り組みを推進します。 

 

 

基本方針２ 「もの」と「心」のバリアをなくすまちづくり 

道路や施設などにおける物理的なバリア（障壁）の解消のほか、人々の生活の中に

潜在している差別や偏見など（心のバリア）の解消に努めます。 

 

 

基本方針３ 安らぎが感じられるまちづくり 

「人にやさしいまちづくり」の推進にあたっては、市民・事業者・行政の協働によ

り、人々が安らぎを感じることのできる環境づくりも視野に入れた取り組みを展開

します。 

 

 

 

西東京市人にやさしいまちづくり推進計画の基本理念 
 

住んでみたい・住み続けたい・住んでいて良かったと思えるまちへ 

～みらいにつなぐいこいの住宅都市を目指して～ 
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２－４ 基本目標 

基本理念と基本方針をもとに、本計画では３つの基本目標を設定し、これに沿っ

て施策の体系を展開します。 

  

基本目標１ やさしい心と主体性を育む取り組みの推進 

ユニバーサルデザインの理念や高齢者、障害のある人等に対する市民の理解を深

めるため、普及啓発や教育、情報提供等を推進します。 

また、地域におけるコミュニティ形成とさまざまな支えあいの活動を促進し、市民

による人にやさしいまちづくりを推進します。 

 

 

基本目標２ すべての人にやさしい公共空間づくり 

公共施設等や道路等におけるバリアフリー化と積極的な緑化により、高齢者や障

害のある人等だれもが快適に利用できる公共空間整備を推進します。また、公共交

通機関等のバリアフリー化の促進に向け交通事業者に協力を要請します。 

市民の憩いの場となる公園・緑地などの確保に努めるとともに、既存の公園・緑地

についても快適性を高めるために適切な管理を行います。 

 

 

基本目標３ 市民・事業者の協力によるやさしいまちづくり 

小規模店舗等の入口の段差解消をはじめとするバリアフリー化を推進することで、

高齢者や障害のある人等だれもが快適に利用しやすい環境を整備します。また、だ

れもが気軽にベンチや休憩スペース、トイレ等を利用できるよう、民間施設への協

力を要請します。 

宅地や事業所敷地など民有地における緑化を促進するとともに、農地・樹林地につ

いても積極的な活用を図ります。 
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２－５ 施策の体系 

 
  

 

  

                     

 

 

 

 

 

  

                     

      

      

 

                     

 

                     

 

 

 

 
                     

                        

    
     

                        

 
                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 
基本方針３ 安らぎが感じられるまちづくり 

 

基本目標３ 市民・事業者の協力によるやさしいまちづくり 

 

【施策の方向性】 

（１）小規模店舗等のバリアフリー化に関する支援 

（２）だれもが安心して外出できる環境の整備 

（３）民有地における緑化等の推進 

 
基本方針２ 「もの」と「心」のバリアをなくすまちづくり 

 

基本目標２ すべての人にやさしい公共空間づくり 

 

【施策の方向性】 

（１）公共施設等のバリアフリー化等の推進 

（２）まちなかにおける安全性の向上 

（３）公共交通機関等の利便性の向上 

（４）公共の緑の保全と整備 

 
基本方針１ だれもが人にやさしい支えあいのまちづくり 

 

基本目標１ やさしい心と主体性を育む取り組みの推進 

 

【施策の方向性】 

（１）心のバリアフリー等の推進 

（２）情報提供の充実                    

（３）ともに支えあう活動の支援 

ᵱ
基
本
理
念
ᵲ 

住
ん
で
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
・
住
ん
で
い
て
良
か
ᵻ
た
と
思
え
る
ま
ち
へ 

ᶨ
み
ら
い
に
つ
な
ぐ
い
こ
い
の
住
宅
都
市
を
目
指
し
て
ᶨ 
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３ 施策の展開 
 

基本目標１ やさしい心と主体性を育む取り組みの推進 

（１） 心のバリアフリー等の推進 

施策の方向性 

高齢者や障害のある人等に対する理解を深めるために、学校教育や福祉教育、

生涯学習事業など、様々な機会を通して、市民一人ひとりの心のバリアフリーを

推進します。 

 

具体的な 

施 策 

１ 【新規】子どもの主体的な参加ですすめる子ども条例、子ども

の権利や権利擁護の普及啓発（本計画より取り組む施策） 

担当課 

（関連計画等） 
子育て支援課（子ども条例、子育ち・子育てワイワイプラン） 

施策の内容 

・「西東京市子ども条例」に基づいて、すべての子どもの健やか

な育ちを市全体で支えていくため、子どもの意見表明・参加に

よる子どもの権利の普及啓発に取り組みます。 

今後の目標 

・各種啓発物（子ども条例副読本・子ども条例広報冊子・子ども

条例リーフレット・機関紙ほっとルーム通信等）の計画的な配

布や市報、市ホームページによる広報を行います。 

・子ども条例市民講座を開催するほか、市民まつり、ルピナスま

つりなどのイベントに参加することで市民に対し広く普及啓発

を行います。 

 

具体的な 

施 策 

２ 【新規】子ども相談室の運営 

（本計画より取り組む施策） 

担当課 

（関連計画等） 
子育て支援課（子ども条例、子育ち・子育てワイワイプラン） 

施策の内容 
・市長の附属機関として、子どもの権利擁護委員を設置し、子ど

もの権利の侵害について、速やかに救済します。 

今後の目標 

・市内小・中学校の児童生徒を対象に子どもの権利擁護委員等を

講師とした出張授業を行います。 

・子育てに関する情報冊子「子育てハンドブック」に啓発記事の

掲載を行います。より子ども自身が相談しやすい体制とするた

め、SNS（X（旧Twitter）、LINE）等に定期的に投稿を行い

ます。 

・子ども相談室紹介動画の作成を行います。 
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具体的な 

施 策 
３ 小中学校における福祉教育の推進 

担当課 

（関連計画等） 

教育指導課（教育計画） 

地域共生課（地域福祉計画） 

施策の内容 

・ボランティア活動等の体験及び西東京市ボランティア・市民活

動センターからの講師を招いた授業など、児童の高齢者や障害

のある人等多様性への理解を深める福祉教育を推進します。 

これまでの 

取組 

・東京都教育委員会が発行する「人権教育プログラム」等を活用

して、「障害のある人」や「高齢者」等「多様性」への理解を

深める人権教育を実施しました。 

・新型コロナウイルス感染症に配慮しながら、各学校において、

社会奉仕や福祉教育について、体験活動などを実施しました。 

・西東京市ボランティア・市民活動センターから、ボランティア

活動をする方を講師として派遣し、ボランティアの意義、障害

のある人への理解を深める福祉教育を実施しました。 

今後の目標 

・小中学校における社会奉仕体験等、福祉教育を充実させていく

ことで、人権課題「障害のある人」や「高齢者」等「多様性」

に関わる人権教育の一層の効果的な推進を図ります。 

 

具体的な 

施 策 
４ 地域における福祉教育の推進 

担当課 

（関連計画等） 
公民館（教育計画） 

施策の内容 
・生涯学習関係の講座などを活用し、福祉教育や地域福祉、地域

の課題や解決方法について学ぶ機会を充実します。 

これまでの 

取組 

生涯学習関係の講座において、 

・障害のある人への理解を深める事業として、障害のある人もな

い人も参加し、交流する事業「イスに座って！やぎさわディス

コ」、障害のある人と交流しながら学ぶ「インクルーシブな社

会をめざす講座」、「インクルーシブな社会をめざす講座・親

子講座」を実施しました。 

・高齢者への理解を深める事業として、認知症を取り上げた映画

の上映会や「高齢者の課題を考える講座」を実施しました。 

今後の目標 

・生涯学習事業として引き続き、障害のある人もない人も参加

し、交流しながら、共に活動する事業や高齢者・障害のある人

への理解を深めることにつながる事業に取り組みます。 
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具体的な 

施 策 
５ 小中学校における環境学習の推進 

担当課 

（関連計画等） 

教育指導課（教育計画） 

環境保全課（環境基本計画） 

施策の内容 

・市内の小中学校では、総合的な学習の時間等を活用し、地球環

境問題や身近な環境保全活動等についての学習を推進します。 

・学校教育における実践的な環境教育プログラムを検討します。 

これまでの 

取組 

・小中学校において、環境を守り、資源を大切にする心を育み、

効果的な行動を促すための環境学習を推進しました。 

・環境副読本として、「西東京市の環境」を作成し、各学校に配

布しました。 

今後の目標 

・生命や自然に対する感受性や、身近な環境から地球規模の環境

へつなげる豊かな創造力、それを守ろうとする態度を養い、持

続可能な社会の実現に努めることで、環境の保全に貢献できる

よう環境教育を進めます。 

・脱炭素社会を目指すゼロカーボンシティの実現のため、学校教

育における環境学習の取り組みを充実します。環境学習教材の

内容の充実に努めます。 

・SDGsや環境問題を主体的に学ぶことができる機会の提供や啓

発を引き続き実施します。 

 

具体的な 

施 策 
６ 地域における環境学習の推進 

担当課 

（関連計画等） 
環境保全課（環境基本計画） 

施策の内容 

・｢環境基本計画｣に基づき、地域における環境学習を充実するこ

とにより、市民の環境保全に関する知識を高めるとともに、地

域の環境保全活動への参加を促進していきます。 

これまでの 

取組 

・エコプラザ西東京における通信講座をはじめ、環境情報の提供、

環境啓発イベントの開催や市民環境活動団体への支援を実施し

ました。 

今後の目標 

・エコプラザ西東京において実施する環境学習、環境情報の提供

等を通して、ゼロカーボンシティの実現のため、これまで以上

に地球温暖化対策の普及に努め、引き続き地域の環境学習を推

進します。 
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（２） 情報提供の充実 

施策の方向性 

高齢者や障害のある人、外国人等が必要な情報を入手できるよう、情報提供体

制の充実を図ります。また、ボランティア団体、ＮＰＯ等の地域における助けあ

いや支えあい活動について、その活動情報等を広く地域の方に提供します。 

 

具体的な 

施 策 

７ 【新規】スポーツ相談窓口の設置 

（本計画より取り組む施策） 

担当課 

（関連計画等） 
スポーツ振興課（スポーツ推進計画） 

施策の内容 
・「スポーツ相談窓口」を設置し、市民のスポーツ・運動、健康

づくりのきっかけをお手伝いします。 

今後の目標 
・より市民に利用してもらうために、ＨＰやLINE、広報紙等を利

用して窓口のＰＲを行います。 

 

具体的な 

施 策 
８ ＮＰＯ等市民活動団体の情報発信の支援 

担当課 

（関連計画等） 

協働コミュニティ課（市民と行政の協働に関する基本方針） 

地域共生課（地域福祉計画） 

施策の内容 

・ＮＰＯ等市民活動団体の情報発信を支援し、その活動内容等に

ついて広く情報提供することで、地域住民の問題解決活動や連

携活動への参加を促進します。 

・ふれあいのまちづくり事業等の地域に密着した活動について広

く情報提供することで、地域住民の支えあい活動への参加を促

進します。 

これまでの 

取組 

・西東京市市民協働推進センター「ゆめこらぼ」において、機関

紙の発行やホームページ、NPO市民フェスティバル等により市

民活動団体の情報発信を支援しました。 

・地域の市民団体活動について広く情報提供することで、地域住

民の問題解決活動や連携活動への参加を促進しました。 

・ふれあいのまちづくり事業などの地域の市民活動について広く

情報提供することで、地域住民の支えあい活動への参加を促進

しました。 

今後の目標 

・西東京市市民協働推進センター「ゆめこらぼ」を通して、市民

活動団体の情報発信を支援します。 

・ふれあいのまちづくり事業について情報提供を継続し、地域住

民の支えあい活動への参加を促進します。 
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具体的な 

施 策 
９ 外国人に配慮した情報の提供 

担当課 

（関連計画等） 
文化振興課（文化芸術振興計画） 

施策の内容 
・外国人が日常生活において必要としている基本情報等について

提供します。  

これまでの 

取組 

・外国人が日常生活において必要とする情報等を提供できるよ

う、情報収集等を行っています。  
・市報から外国人に役立つ情報記事を抜粋した「西東京市くらし

の情報」、外国人が必要とする手続きや利用できるサービスな

どをまとめた「西東京市生活便利帳（Nishitokyo City Living 

Guidebook）」を発行しているほか、やさしい日本語の活用も

含め、市ホームページ等で多言語での情報発信を行っていま

す。  
・多文化共生センター窓口では、令和２（2020）年度から導入

している通訳用タブレット端末を活用し、17言語で情報提供等

を行っています。  

今後の目標 

・引き続き、情報収集に努めるとともに、多言語での情報発信や

通訳用タブレット端末を活用し、外国人が必要とする情報等の

提供を行います。  

 

具体的な 

施 策 
１０ 「障害者のしおり」の活用 

担当課 

（関連計画等） 
障害福祉課（障害者基本計画） 

施策の内容 

・障害者福祉に関する各種施策を総合的にまとめている「障害者

のしおり」の内容を充実させ、だれもが分かりやすい冊子としま

す。  
・有効な活用方法を検討し、必要な情報がその情報を必要として

いる人に的確に伝わるように努めます。 

これまでの

取組 

・障害者福祉に関する各種施策を総合的にまとめている「障害者

のしおり」の内容を充実させ、だれもが分かりやすい冊子とし

ました。  

今後の目標 ・引き続き、内容の充実に努めます。  

 

 

 

 



14 

 

 

具体的な 

施 策 
１１ 子育てに関する情報提供の充実 

担当課 

（関連計画等） 
子育て支援課（子育ち・子育てワイワイプラン） 

施策の内容 

・子育て支援施策の情報提供の充実を図るため、子育て支援情報

誌等の作成を行い、窓口や地域子育て支援センター等において

利用者支援のための案内を行います。 

これまでの 

取組 

・子育てハンドブックを作成し、対象世帯へ配布、子育て支援施

設への設置及びホームページへの掲載をすることで情報提供を

行いました。  
・幼児教育・保育課窓口や地域子育て支援センターにおける利用

者支援事業の中で、子育て支援に関する情報提供を行いまし

た。  

今後の目標 
・子育て支援施策の情報提供の充実を図るため、引き続き子育て

支援情報誌等の作成や、利用者支援のための案内を行います。 
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（３） ともに支えあう活動の支援 

施策の方向性 

 ボランティア団体、ＮＰＯ等の市民活動団体の活動を支援するとともに、活動

団体間同士の地域における連携を促進します。 

 

具体的な 

施 策 
１２ 地域における連携体制の推進 

担当課 

（関連計画等） 
協働コミュニティ課（地域コミュニティ基本方針） 

施策の内容 

・自治会・町内会等を中心に、各種地域組織、学校、企業、行政

機関などが連携して地域課題に取り組むことができる体制（地

域協力ネットワ－ク）の設立と運営支援に向けた取り組みを推

進します。 

これまでの 

取組 

・平成28（2016）年２月に「南部地域協力ネットワーク」が、

市内南部に設置されました。 

・平成30（2018）年2月に「西部地域協力ネットワーク」が、

市内西部に設置されました。 

・令和２（2020）年２月に「中部地域協力ネットワーク」が、 

市内中部に設置されました。 

・令和５（2023）年２月に「北東部地域協力ネットワーク」が、

市内北東部に設置されました。 

・それぞれのネットワークにおいて、広報活動やイベントの開

催、定例会の開催など、地域連携の仕組みづくりに取り組んで

います。 

今後の目標 

・４地域すべてに設立したネットワークの活動を充実させていく

とともに、さらなる４地域協力ネットワーク間の連携も進め、

地域の連携プラットフォームとしての機能を充実させます。 
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具体的な 

施 策 
１３ 地域における福祉人材の育成と活動拠点の整備 

担当課 

（関連計画等） 
地域共生課（地域福祉計画） 

施策の内容 

・地域における福祉活動の担い手となるボランティア、ＮＰＯ法

人、地域活動団体を育成するため、講演会・研修会・実習等を

主催する西東京市社会福祉協議会の取り組みを支援します。 

・ふれあいのまちづくり事業と連携を図り、地域福祉に関する情

報提供、利用者相互の情報交換等を行う地域福祉活動の拠点づ

くりを進めます。 

これまでの 

取組 

・西東京市社会福祉協議会が行うふれあいのまちづくり事業に係

る運営費、拠点整備費などについて、補助金を交付することに

より、小地域における住民主体の福祉活動を促進し、住民相互

で助け合う地域づくりを支援しました。 

・ボランティア・市民活動センター事業の運営についても補助金

の交付により、ボランティア人材の育成、ボランティア活動の

促進の支援を行いました。 

今後の目標 
・補助金を交付するなど、引き続き西東京市社会福祉協議会にお

ける取り組みを支援します。 
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具体的な 

施 策 
１４ 防災・防犯市民組織活動への支援 

担当課 

（関連計画等） 

危機管理課 

（地域防災計画、犯罪のない安全なまちづくり条例） 

施策の内容 

・市民との連携により、下校時のパトロール等を継続することに

より、市民の防犯意識を高めるとともに、「西東京市犯罪のな

い安全なまちづくり条例」に基づき、防犯協会をはじめとする

自主防犯活動団体の防犯活動を支援します。 

・市内では、自治会・町内会及びマンションの管理組合を母体と

する防災市民組織が組織されており、市の支援を得て、防災訓

練や備蓄品・資機材の購入等を進めていますが、今後はより一

層のＰＲを図り、防災市民組織の立ち上げを促進します。 

これまでの 

取組 

・新型コロナウイルス感染症の流行下ではありましたが、感染症

対策及び参加人数の制限等を行い、対面での説明会を防犯・防

災の両事業で実施することで、より懇切丁寧な活動支援に努め

ました。 

・防犯事業としては、特に高齢者を対象とした特殊詐欺対策とし

て自動通話録音機の普及のため、各防犯団体に周知を図り、注

意喚起を行いました。 

・子どもの安全のため、各団体と連携して市内全域の「地域合同

パトロール」を実施しました。 

・子ども自身の防犯力向上のため、あんぜんパワーアップ教室を

小学校にて実施し、保護者・地域の方に子どもの安全のため

に、地域で街に眼差しを向けてほしいというメッセージを発信

しました。 

今後の目標 

・引き続き防災市民組織・防犯活動団体の活動を支援すること

で、防災力の向上を図り、犯罪が起きにくい環境づくりを進め

ます。 
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具体的な 

施 策 
１５ 災害時に備えた要援護者への支援体制づくり 

担当課 

（関連計画等） 

危機管理課（地域防災計画） 

高齢者支援課（高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画） 

障害福祉課（障害者基本計画） 

地域共生課（地域福祉計画） 

施策の内容 

・地域防災計画及び地域福祉計画等で位置づけられている災害時

要援護者対策に基づき、災害発生時に備えて、自力での避難が

困難な高齢者や障害のある人等に対する地域住民による支援体

制づくりを行います。 

これまでの 

取組 

・関係各課が危機管理課と連携して、災害時に備えた要援護者へ

の支援体制づくりを推進しました。 

今後の目標 
・災害発生時に備えて、自力での避難が困難な高齢者や障害のあ

る人等に対する地域住民による支援体制づくりを推進します。 

 

具体的な 

施 策 
１６ ＮＰＯ等市民活動団体の活動の支援 

担当課 

（関連計画等） 
協働コミュニティ課（市民活動団体との協働の基本方針） 

施策の内容 

・西東京市市民協働推進センター「ゆめこらぼ」において、ＮＰ

Ｏ法人等の設立支援、活動団体間の連携促進を図ることで、Ｎ

ＰＯ法人等市民活動団体の活動の支援と協働を推進します。 

これまでの 

取組 

・西東京市市民協働推進センター「ゆめこらぼ」において、各種

市民活動に関する相談や関係団体の紹介、講座、機材やスペー

スの貸出、NPOパワーアップ講座等を実施、市民活動団体同士

の支援を実施しました。 

・NPO市民フェスティバルを実行委員会方式で実施し、オンライ

ンも活用しつつ、市民活動団体同士の交流を図ることができま

した。 

今後の目標 

・今後も、西東京市市民協働推進センター「ゆめこらぼ」による

市民活動団体への支援を通して、協働によるまちづくりを進めま

す。 
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具体的な 

施 策 
１７ ボランティア活動への参画促進 

担当課 

（関連計画等） 
地域共生課（地域福祉計画） 

施策の内容 

・西東京市ボランティア・市民活動センターが実施している相談、

情報提供、講習会等の充実を支援し、市民のボランティア活動

への理解と参加を促進します。 

これまでの 

取組 

・補助金の交付による財政的支援を通じて、西東京市ボランティ

ア・市民活動センターが実施している相談、情報提供、講習会

等の活動の充実を図りました。 

今後の目標 

・補助金の交付による財政的支援を通じて、引き続き西東京市ボラ

ンティア・市民活動センターが実施している相談、情報提供、講

習会等の活動の充実を図ります。 
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具体的な 

施 策 
１８ 子どもの緊急避難場所の確保（子ども１１０番ピーポくんの家） 

担当課 

（関連計画等） 
児童青少年課（子育ち・子育てワイワイプラン） 

施策の内容 

・ＰＴＡ・青少年育成会が主体となり、子どもが地域で事件・事故

に巻き込まれそうになったとき緊急避難場所として逃げ込める

家（子ども110番ピーポくんの家）を公募するとともに、保護

者に対して周知を図ります。 

・市は、協力者の家に貼るステッカーなどを配布し、子どもの不

安解消と地域ぐるみで子どもたちの避難場所確保の活動を支援

します。 

これまでの 

取組 

・各学校の子ども１１０番ピーポくんの家担当者が地域を回り、

子どもが被害を受けたり、身の危険や不安を感じたりした時

に、安心して避難できる場所として、地域の方が「協力員」と

して登録しました。 

・例年、市全体での担当者オリエンテーション（総会）や、近隣

小学校及び中学校で構成される西部、中部、南部、北部の４グ

ループにおいて、それぞれの担当者の代表による会議を開催

し、意見交換や同施策に対する各校の取組について情報共有を

行い、防犯意識の向上を図りました。 

・新型コロナウイルス感染症の流行状況を勘案し、一部書面での

会議を実施しました。 

今後の目標 

・今後も引き続き、ステッカーの配布に加え、担当者オリエンテ

ーション（総会）や各グループでの会議の開催についても、制

度の周知の一環として支援します。 
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具体的な 

施 策 
１９ 市民の健康づくり支援 

担当課 

（関連計画等） 
健康課（健康づくり推進プラン） 

施策の内容 
・「健康事業ガイド」の発行、出前講座等の健康教育等を通じ、

健康情報の発信、地域（まち）の健康づくりに取り組みます。 

これまでの 

取組 

・健康事業ガイドの全戸配布、出前講座等の健康教育等を行いま

した。 

・健康ポイントアプリ「あるこ」を活用したイベント等を行い、

地域（まち）の健康づくりに取り組みました。 

今後の目標 
・「健康事業ガイド」の発行、出前講座等の健康教育等を通じ、

健康情報の発信、地域（まち）の健康づくりに取り組みます。 
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基本目標２ すべての人にやさしい公共空間づくり 

（１） 公共施設等のバリアフリー化等の推進 

施策の方向性 

  バリアフリー・ユニバーサルデザインの考え方を踏まえた、だれもが使いやす

い公共施設等としての機能向上を図るため、老朽化や耐震化の工事にあわせて、必

要に応じて整備を行います。 

 

具体的な 

施 策 
２０ 公共施設等のバリアフリー化等の推進 

担当課 

（関連計画等） 
各公共施設所管課（西東京市公共施設等総合管理計画） 

施策の内容 

・「西東京市公共施設等総合管理計画」に基づき計画的に管理を

行っていきます。 

・バリアフリー・ユニバーサルデザインの考え方を踏まえた、だ

れもが使いやすい公共施設等としての機能向上を図るため、必

要に応じて整備を行います。 

これまでの 

取組 

・バリアフリートイレの適正な利用に関する啓発の取組におい

て、トイレ名称の検討・修正及びピクトグラムを設置しまし

た。 

・田無庁舎の一部のトイレにおいて、温水洗浄便座取付工事を実

施しました。 

・中央図書館において、点字タイルの敷設、トイレの洋式化及び

オスメイト対応化を実施しました。 

・田無公民館において、視覚障害者用誘導ブロックの設置や授乳

室の設置、トイレの洋式化、バリアフリートイレへのおむつ替

え用ベッドの設置及びオスメイト対応化等を実施しました。 

今後の目標 
・各公共施設等において、施設の老朽化対策として実施する改修

等にあわせ、バリアフリー化等を推進します。 
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（２） まちなかにおける安全性の向上 

施策の方向性 

  人、自転車、自動車が安全で円滑に通行できる道路、歩道の整備を進めます。 

また、高齢者や障害のある人等をはじめ、だれもが安全かつ快適に移動すること

ができるよう、歩行空間のバリアフリー化を進めます。 

 

具体的な 

施 策 
２１ 快適な道路空間の創出 

担当課 

（関連計画等） 
道路課（道路整備計画、無電柱化推進計画） 

施策の内容 

・歩道が設置されている道路については、歩道のバリアフリー化

と適切な維持管理を行い、快適な歩行空間の確保に努めます。 

・歩道が設置されていない道路については、安全な歩行空間の確

保に向け、部分的な歩道の新設・拡幅を検討します。また幹線

道路等の整備にあわせた無電柱化を計画的に進めます。 

これまでの 

取組 

歩道のバリアフリー化と適切な維持管理として、 

・現地調査等を行い必要な補修工事を実施する等、歩道の適切な

維持管理に努めました。 

・市道111号線において、歩行者の安全対策として外側線を標示

しました。 

・ひばりヶ丘駅南口に存する市道104号線において、令和３

（2021）年度から令和４（2022）年度にかけて道路改良工

事を行った際、歩道のバリアフリー化もあわせて実施しまし

た。 

今後の目標 

・歩道が設置されている道路については、引き続き歩道のバリア

フリー化及び適切な維持管理に努めます。 

・歩道が設置されていない道路については、交通事故を防止する

ため、路側帯の広幅員化や道路標識の整備を行う等歩行者の安

全対策を実施するほか、道路整備計画を踏まえ、効果の高い道

路改良を検討し、道路改良工事を実施します。 

・快適な道路空間の創出に繋がる無電柱化を進めます。 
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具体的な 

施 策 
２２ 都市計画道路の整備推進 

担当課 

（関連計画等） 
道路課（道路整備計画） 

施策の内容 

・幹線道路としての役割を担う都市計画道路の整備は、自動車だ

けでなく歩行者の利便性を高めることにもつながるため、東京

都との連携を図りながら、引き続き都市計画道路の整備を進め

ます。 

これまでの 

取組 

・都市計画道路３・４・１１号練馬東村山線について、事業用地

を取得しました。 

・都市計画道路３・４・２４号田無駅南口線街路部について、事

業説明会を開催しました。 

今後の目標 
・東京都と連携を図りながら、引き続き都市計画道路の整備を進

めます。 
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具体的な 

施 策 
２３ 放置自転車対策の推進 

担当課 

（関連計画等） 
交通課（交通安全計画） 

施策の内容 

・道路や歩道に置かれた自転車は、歩行者の通行を妨げるだけで

なく、交通事故の原因や救急・防災活動の際の障害になること

から、だれもが快適な生活を送れるよう、警察署や関係機関と

の幅広い連携のもと、取締りや広報等により、放置自転車対策

を推進します。  
・自転車等放置禁止区域における自転車や原動機付自転車の放置

に対する指導、警告及び移送撤去等を適切に実施します。 

これまでの 

取組 

・市内5駅に放置自転車整理指導員を配置し、放置自転車に対す

る整理指導等を行うとともに、クリーンキャンペーン等で市

報、ホームページ、SNSによる啓発活動を実施しました。 

・令和４（2022）年度の放置自転車の撤去台数は、令和３ 

（2021）年度とほぼ同じ台数で推移しており、新型コロナウ   

イルス感染症拡大前の令和元（2019）年度と比較すると５割

弱程度に減少しました。 

今後の目標 

・放置自転車等の撤去等放置防止の普及啓発に取り組むことで、

だれもが安心して安全に通行できる道路環境や放置自転車等が

ないきれいな街の景観の確保に努めます。 

 

具体的な 

施 策 
２４ 安心・安全な道路環境づくり 

担当課 

（関連計画等） 
道路課（道路整備計画） 

施策の内容 

・道路の安全性・快適性の確保のため、道路反射鏡、道路区画線

（スクールゾーンの表示など）、ガードレールなどの交通安全

施設を設置していきます。 

・夜間の交通安全と防犯対策のため、市内道路上に街路灯を設置

していきます。また、商店街や団地の自治会・町内会などに対

して街路灯の電気代の補助を行います。 

これまでの 

取組 

・市民要望等により、交通安全施設（街路灯、道路反射鏡、防護

柵等）の設置及び修繕を行いました。 

今後の目標 
・引き続き交通安全施設（街路灯、道路反射鏡、防護柵等）の設

置及び修繕を実施します。 
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具体的な 

施 策 
２５ 交通安全活動の推進 

担当課 

（関連計画等） 
交通課（交通安全計画） 

施策の内容 

・市民への交通安全ルールやマナーの普及啓発のため、交通安全

教室の開催、キャンペーンの実施、交通安全週間における啓発

などに取り組みます。 

・市報、ホームページ、SNS、ポスター等の各種広報媒体の活用

により、年齢層や事故状況等に応じた効果的な広報活動を推進

します。 

これまでの 

取組 

・警察、交通安全協会、学校と連携して交通安全教室等を実施しま

した。 

・放置自転車対策のキャンペーンと連携し、自転車利用者への啓発

に取り組みました。 

今後の目標 
・交通安全教室等を実施することで、引き続き市民の交通マナー

向上を図ります。 
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具体的な 

施 策 
２６ 通学路の安全確保 

担当課 

（関連計画等） 

学務課（教育計画） 

道路課（道路整備計画） 

交通課（交通安全計画） 

施策の内容 

・子どもの通学路の交通安全施設の整備を充実するとともに、関

係機関、教員・保護者等の学校関係者、地域等と連携して実施

する通学路点検等、子どもの安全の確保に取り組みます。 

これまでの 

取組 

・学校・保護者・関係機関による通学路合同点検を通じて危険箇

所の改善を図りました。 

・交通擁護員の配置、防犯カメラの適切な運用のほか、学校・保

護者からの児童の交通安全指導により、重層的な通学路安全対

策を講じました。 

・子どもの見守りの充実を図るため、関係機関との今後の対応を

協議するとともに協力依頼をしました。 

・通学路の安全点検の実施結果等に基づき、路面標示の新設、外

側線・グリーンベルト等が薄くなっている箇所の再標示、看板

設置等による交通安全に関する注意喚起対策を実施しました。 

今後の目標 

・通学路点検において、関係機関、保護者、地域等と連携・協力を

図りながら、必要な交通安全施設の整備を進めます。 

・道路整備計画を踏まえ、効果の高い道路改良を検討し、道路改良

工事を実施します。 

・ハード面の対策だけではなく、ご家庭による児童の安全指導に向

けた情報提供を通じて、登下校等のリスクを軽減するほか、関係

機関、教員・保護者等の学校関係者、地域等と連携して実施す

る通学路点検等持続可能な見守り体制づくりと子どもの安全の

確保に取り組みます。 
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（３） 公共交通機関等の利便性の向上 

施策の方向性 

  駅前広場等の整備を進めることで、広くて歩きやすい歩道が整備されるなど、

歩行者の回遊性に配慮した、活気とにぎわい、うるおいとやすらぎのある都市空

間の創出を目指します。また、はなバス等のサービス向上により、だれもが気軽

に移動しやすい環境を整備します。 

 

具体的な 

施 策 
２７ 駅前広場におけるバリアフリー化等の促進 

担当課 

（関連計画等） 
道路課（道路整備計画） 

施策の内容 

・バス・タクシー事業者との調整を図り、バス・タクシー・自家

用車など利用者の安全性を確保するとともに、交通結節点の利

用環境の向上を図るため、歩行空間の段差解消やわかりやすい

サインの配置等により、すべての人にとって安全で快適な駅前

広場の整備をめざします。 

これまでの 

取組 

・田無駅南口交通広場について、事業用地を取得することで道路整備

にむけて進捗しました。 

今後の目標 
・引き続き、田無駅南口交通広場の整備について、事業用地を取

得し、早期完了を目指します。 

 

具体的な 

施 策 
２８ 「はなバス」の利便性向上 

担当課 

（関連計画等） 
交通課（地域公共交通計画） 

施策の内容 

・はなバスの役割やあり方を踏まえ、バス事業者と協議しなが

ら、利用実態に応じたより効率的で利便性の高い運行を目指し

ます。 

これまでの 

取組 

・ポケット時刻表の作成などにより利用者の利便性の向上を図り

ました。 

今後の目標 

・公共交通空白地域における新たな移動手段の導入、都市基盤整

備の進捗などを踏まえ、利用実態に応じたルート及びダイヤの

見直しや車両の最適化等を検討します。 

・他自治体で取り組まれている事例を参考にしながら、ネーミン

グライツの導入や広告枠の拡大、バスロケーションシステム導

入等の検討を進めていきます。 
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具体的な 

施 策 
２９ 高齢者や障害のある人への移送サービスの充実 

担当課 

（関連計画等） 

高齢者支援課（高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画） 

障害福祉課（障害者基本計画） 

施策の内容 

・高齢者や障害のある人等単独での公共交通機関の利用が困難な

方の社会参加と社会活動圏の拡大を図るため、ＮＰＯ法人等、

民間移送業者による移送サービスの充実に向けた検討を行いま

す。 

これまでの 

取組 

・高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画、障害者基本計画に基

づき、移送サービスを実施しました。 

・利用方法についてホームページで周知を行いました。 

今後の目標 

・高齢者や障害のある人等の日常の利便を確保し、社会参加と社会

活動圏の拡大を図るため、引き続き移送サービスの充実に向けた

検討を行います。 

 

（４） 公共の緑の保全と整備 

施策の方向性 

  市民や民間との協働により既存公園・緑地の適切な維持管理を目指します。 

 

具体的な 

施 策 
３０ 既存の公園・緑地の適切な維持管理 

担当課 

（関連計画等） 
みどり公園課（みどりの基本計画・公園配置計画） 

施策の内容 

・市が管理する公園や緑地は、公園管理協力会員（市民団体やボ

ランティア）による管理運営が行われています。公園管理協力

会員への参加を促進するとともに、必要に応じて資質を高める

講座等を実施し、市民との協働による公園・緑地の適切な維持

管理が将来にわたり継続されるための取り組みを推進します。 

これまでの 

取組 

・公園管理協力会員向けの連絡会を実施し、公園管理のあり方や

会員同士の情報交換を行いました。 

・新たに公園ボランティアを始めたい方や公園ボランティア活動

の知識を深めたい方等を対象としてボランティア養成講座を実

施しました。 

公園ボランティア会員数941人 

（令和５（2023）年3月31日時点） 

今後の目標 

・公園ボランティアの協力や民間活力を活用して、公園等の維持

管理を推進します。  
・ボランティアの能力を高める講座等を実施します。  
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具体的な 

施 策 
３１ 公園における緑化の推進 

担当課 

（関連計画等） 
みどり公園課（みどりの基本計画） 

施策の内容 

・公園など公共用地に設置した花壇では、デザインや植え付けを

市民団体との協働で行う「花いっぱい運動」を実施します。 

・市では、活動を実施する団体に対し、植え付けに必要な花苗・

資材等の支給を行います。 

・花苗の一部は、市の育苗センターで育成し、市民団体による植

え付けに活用します。 

これまでの 

取組 

・公園等における公共用花壇の維持管理として、市民団体と協働

で行う「花いっぱい運動」を支援しました。  

今後の目標 

・市民団体が実施する「花いっぱい運動」等の活動を支援し、新

規担い手の勧誘を実施することで、引き続き公園における緑化

を推進します。 

 

具体的な 

施 策 
３２ 公園・緑地の確保 

担当課 

（関連計画等） 
みどり公園課（みどりの基本計画・公園配置計画） 

施策の内容 

・借地公園や公園空白地区にある生産緑地等を計画的に買い取

り、公園・緑地として整備し、公園空白地区の解消に努めま

す。 

これまでの 

取組 

・公園空白地区ではありませんが、地域の防災性の向上を目的と

した公園を整備するため、ひばりが丘北四丁目地区の生産緑地

を買い取りました。 

・下保谷五丁目地内の借地公園を買い取りました。 

今後の目標 
・引き続き、公園空白地区において、５００㎡以上の公園の新設

を目指します。 
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基本目標３ 市民・事業者の協力によるやさしいまちづくり 

（１） 小規模店舗等のバリアフリー化に関する支援 

施策の方向性 

  小規模な店舗や生活利便施設などにおいて、店舗主等の協力を得ながら店舗の

入口等の段差を解消するなど、だれもが気軽に利用できる制度の活用を促進しま

す。 

 

具体的な 

施 策 
３３ 助成制度の活用によるバリアフリーの誘導 

担当課 

（関連計画等） 
都市計画課（人にやさしいまちづくり条例） 

施策の内容 

・小規模店舗等（東京都福祉のまちづくり条例等によりバリアフ

リー化が義務づけられていない店舗をいう。）の施設改修等に

対する助成金を交付することで、小規模店舗等におけるバリア

フリー化について支援します。 

これまでの 

取組 

・助成金を交付することで、小規模店舗等におけるバリアフリー

化を支援しました。  

今後の目標 

・小規模店舗等におけるバリアフリー化をさらに誘導していくた

め、助成対象の拡大を検討しつつ、助成金制度についてより一

層の周知を図り、利用者の増加を目指します。  
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（２） だれもが安心して外出できる環境の整備 

施策の方向性 

  民間施設のユニバーサルデザインの推進や開発事業における歩行空間の確保、

まちなかの休憩施設の設置などにより、誰もが安心して外出できる環境づくりを

推進します。 

 

具体的な 

施 策 

３４ 【新規】未利用地・残地等を活用した休憩施設の設置 

（本計画より取り組む施策） 

担当課 

（関連計画等） 
都市計画課（都市計画マスタープラン） 

施策の内容 
・市民の方々が休憩できるように、未利用地や道路用地買収等で

生じた残地にベンチ等の設置を検討します。 

今後の目標 
・未利用地や道路用地買収等で生じた残地にベンチ等を設置でき

るよう関係各課と調整を行い、事業を進めます。 

 

具体的な 

施 策 
３５ 民間施設のユニバーサルデザインの推進 

担当課 

（関連計画等） 

都市計画課 

（人にやさしいまちづくり条例、東京都福祉のまちづくり条例） 

施策の内容 

・「東京都福祉のまちづくり条例」の対象建築物において、届出

により車椅子使用者対応トイレや出入口等、高齢者や障害者が

円滑に利用できるよう整備をされているか確認し、ユニバーサ

ルデザインの推進を目指します。 

これまでの 

取組 

・「東京都福祉のまちづくり条例」に基づく対象建築物につい

て、車椅子使用者対応トイレや出入口等整備基準に適合してい

るかの確認を行いました。  
東京都福祉のまちづくり条例の届出件数13件  
（令和４（2022）年中）  

今後の目標 

・「東京都福祉のまちづくり条例」において、対象建築物を建築

する際に、車椅子使用者対応トイレや出入口等整備基準が規定

されていることから、同条例に基づく届け出を受けることで引

き続きユニバーサルデザインの推進を図ります。 
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具体的な 

施 策 
３６ 大規模開発における開発指導に基づく歩道等の設置 

担当課 

（関連計画等） 
都市計画課（人にやさしいまちづくり条例） 

施策の内容 

・大規模開発事業においては、人にやさしいまちづくり条例に基

づき、大規模開発事業者に対して、人にやさしいまちづくりへ

の協力について指導・助言を行います。  
・指導・助言に基づき、歩行者の安全を確保するための歩道や、

だれでも利用できる公園の設置を求めるなど、人にやさしいま

ちづくりを支援する施設の確保を目指します。 

これまでの

取組 

・大規模開発事業者に対して、歩行者の安全を確保するための歩

道や緑地の設置など、人にやさしいまちづくりを支援する施設

の確保に関する指導・助言を行いました。 

今後の目標 
・引き続き、大規模開発事業者に対して、人にやさしいまちづく

りを支援する施設の確保に関する指導・助言を行います。  

 

具体的な 

施 策 
３７ 開発指導に基づく歩行空間の確保 

担当課 

（関連計画等） 
都市計画課（人にやさしいまちづくり条例） 

施策の内容 

・保谷駅南口における道路（都道233号線）については、歩道が  
なく、またバス路線となっていることから、歩行者に危険な道

路となっているため、当該区間において開発事業が行われた際

には、人にやさしいまちづくり条例に基づき、事業者に対して

歩行空間の確保について協力を求めます。 

これまでの

取組 

・都道233号線沿道で行われた開発事業については、１階部分を

セットバックすることで歩行空間の確保に協力していただきま

した。  

今後の目標 
・引き続き、指定されている道路沿いにおいて、開発事業が行わ

れた際には、歩行空間の確保について協力を求めます。  
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（３） 民有地における緑化等の推進 

施策の方向性 

一定規模以上の開発事業については、「西東京市人にやさしいまちづくり条例」 

に基づく事業者への指導と、事業者の理解・協力により、適切な公園と緑を確保 

します。また、住宅地や事業所用地においても積極的な緑化を働きかけ、市民・

事業者との協働により、まちのうるおいを創出します。 

 

具体的な 

施 策 
３８ 開発指導に基づく緑の創出 

担当課 

（関連計画等） 
都市計画課（人にやさしいまちづくり条例） 

施策の内容 

・「人にやさしいまちづくり条例」では、一定規模以上の開発事

業について、一定割合の公園や緑地を確保するよう規定してお

り、開発事業者へ公園・緑地の設置を求めることで、宅地や施

設敷地内の緑の適切な確保を図ります。 

これまでの 

取組 

・一定規模以上の開発事業においては、人にやさしいまちづくり

条例に基づき公園・緑地の設置を求めることで緑化を推進しま

した。  

今後の目標 
・人にやさしいまちづくり条例の規定に基づき、引き続き開発事

業者に公園・緑地の設置を求めます。  
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具体的な 

施策 
３９ 市民・事業者による緑化の推進 

担当課 

（関連計画等） 
みどり公園課（みどりの基本計画） 

施策の内容 

・宅地と道路の接道部の緑化及びブロック塀の安全化を推進する

ため、新たな生垣の造成、花壇の造成及びフェンスの緑化と、

それに伴うブロック塀の撤去費用に対する助成を行います。 

・保存樹等の指定基準に該当し、市の指定を受けた保存樹木・保

存樹林・保存生垣についても補助金を交付します。 

これまでの 

取組 

・令和４（2022）年度から「生垣造成補助」を拡充させた「緑

と花の沿道推進事業」補助制度を開始し、生垣の造成、花壇の

造成及びフェンスの緑化と、それに伴うブロック塀の撤去費用

に対する助成を実施しました。  
・市の指定を受けた保存樹木・保存樹林・保存生垣に対して補助

金を交付しました。  

今後の目標 

・引き続き、保存樹木・保存樹林・保存生垣に対して補助金を交

付することで、緑化を推進します。  
・生垣の造成、花壇の造成及びフェンスの緑化を条件とする「緑

と花の沿道推進事業」補助制度により、より一層の緑化の推進

を目指します。  
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具体的な 

施 策 
４０ 農業への理解促進 

担当課 

（関連計画等） 
産業振興課（農業振興計画） 

施策の内容 
・市民が農業、農地、農産物に触れる機会を創出することによ

り、市民の農業への理解促進を図ります。 

これまでの 

取組 

・市民農園、農業体験農園を通して、市民が農業に触れる機会を

提供しました。  
・各種イベントを通して、市民の農業への理解促進を図りまし

た。  

今後の目標 

・市民農園や農業体験農園等を通して、市民の農業への理解促進

を図ります。  
・農業者が開設する市民農園、体験農園の開設に対する支援を行

い、市民が体験できる農園を増やします。 
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資 料編 
 

１ 西東京市人にやさしいまちづくり推進協議会 

西東京市人にやさしいまちづくり条例（第9条）に基づき設置される、人にや

さしいまちづくりの推進に関する事項について調査審議する市長の附属機関、同

条例において以下のとおり規定しています。 

 

（人にやさしいまちづくり推進協議会） 

第９条 人にやさしいまちづくりの推進に関する事項について調査審議するため、

市長の附属機関として人にやさしいまちづくり推進協議会（以下「協議会」とい

う。）を設置する。 

２ 協議会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査審議し、答申する。 

 (1) 推進計画に関する事項 

 (2) 前条に規定する表彰に関する事項 

 (3) 次条に規定する大規模な土地の取引に関する事項 

 (4) 第12条に規定する大規模な開発事業に関する事項 

  (5) 第18条に規定する開発事業に関する事項 

 (6) その他市長が必要と認める事項 

３ 協議会は、前項各号に規定する事項に関し、市長に意見を述べることができる。 

４ 協議会は、市民、事業者又は学識経験を有する者のうちから、市長が任命する

委員10人以内をもって組織する。 

５ 委員の任期は、３年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合におけ

る補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

６ 前各項に定めるもののほか、協議会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則

で定める。 
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２ 西東京市人にやさしいまちづくり推進協議会委員名簿 
 
（任期：令和５（2023）年 6 月 1 日～令和８（2026）年５月 31 日）  （五十音順） 

氏 名 選出区分 備 考 

青 柳  元 久 関係団体  

池 田  干 城 関係団体  

江 口  秀 秋 市民  

熊 田  博 喜 学識経験者  

清 水  晋 関係団体  

中 舘  克 己 学識経験者 副会長 

伴  典 彦 公募市民  

藤 嶋 建 志 公募市民  

三 輪  秀 民 学識経験者 会長 

持 地  靖 三 市民  

 

３ 計画策定の経過 
 

年月日 作成経過 

令和５（2023）年 

12 月 15 日 第 31 回西東京市人にやさしいまちづくり推進協議会 

主な審議内容 

■第二期計画における取り組み内容の評価について 

■計画の期間について 

■計画の位置づけについて 

■本計画において取り組む施策について 

■計画の進行管理について 

令和６（2024）年 

1 月 26 日～２月 26 日 ■市民意見の募集（パブリックコメントの実施） 

計画素案に対する意見募集 

３月 25 日 第 32 回西東京市人にやさしいまちづくり推進協議会 

主な審議内容 

■パブリックコメントの結果報告 

■計画最終案について 

■諮問・答申 
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４ パブリックコメント 
 第三期西東京市人にやさしいまちづくり推進計画（素案）について、広く市民等から意

見を求め、計画策定にあたって市民等の意見を反映することを目的に実施しました。 

 

意見収集 

方  法 

情報公開コーナーや市ホームページにおいて計画書（素案）を公表し、意

見を募集しました。 

【意見の提出方法】 

郵送による送付、ファクシミリによる送信、電子メールまたは市ホームペ

ージ内専用フォームによる送信 

意見提出数 １件（１人） 

  

市民の皆さんからお寄せいただいた意見を一部要約等した上、施策の項目ごとに整理し、

それに対する西東京市の考え方をまとめた一覧を次項に示します。 

 項目ごとに、「お寄せいただいた意見」「市の検討結果」を記述しています。 

 

項  目 お寄せいただいた意見と市の検討結果 

30 

【お寄せいただいた意見】 

<<既存の公園・緑地の適切な維持管理>> 

・田無四丁目第３公園について 

①子供達のために危険ではない、楽しい遊具の設置。 

②けやきやナラの大木を剪定して頂き、大量の落葉を防止。 

③公園入口に、騒音注意看板の設置。（１件） 

 

【市の検討結果】 

 ご意見については、市の関係部署にお伝えします。 

また、取り組み状況について定期的な調査を行っていきます。 

 

５ 用語の解説 

 
あ行 

生垣
いけがき

 

 植栽によってつくられた垣根のことで、敷地の境界などに樹木を巡らせて塀の役

割を持たせるものをいう。 

 

  インクルーシブな社会
しゃかい

 

 多様性を認め、すべての人が支え合いながらともに生活できる社会のこと。 

 

 エコプラザ西
にし

東 京
とうきょう

 

環境の保全と循環型社会の形成を推進するために平成２０（2008）年にオープ

ンした環境学習の拠点施設で、環境講座やイベントの開催や、環境学習教材の貸出

しなど市民の環境学習活動を応援している。また、市民団体には環境学習活動や講

座の会場として利用されている。 
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  ＳＤＧs（持続
じ ぞ く

可能
か の う

な開発
かいはつ

目 標
もくひょう

） 

 2015 年９月に国連サミットで採択された、「持続可能な開発のための 2030

アジェンダ」にて記載されている、2030 年までに持続可能でよりよい世界を目

指すための国際目標のこと。 

 

 ＮＰＯ（法人
ほうじん

） 

ボランティア団体や市民団体等、民間の営利を目的としない団体の総称。特定非

営利活動促進法（通称：NPO 法）に基づき、「特定非営利活動法人」という法人

格を得て活動している。 

 

か行 

  健康
けんこう

事業
じぎょう

ガイド 

 特定健診、がん検診などの年間予定や、健康に関する教室などのご案内を掲載し

ている冊子のこと。 

 

  公園
こうえん

ボランティア 

 自治体などに登録した上で、公園内の清掃、除草、樹木・花壇の手入れなどを自

発的かつ無償で行う人々のこと。 

 

交通
こうつう

結節点
けっせつてん

 

 異なる交通手段（場合によっては同じ交通手段）を相互に連絡する乗り換え・乗

り継ぎ施設のこと。具体的には、鉄道駅、バスターミナル、自由通路や階段、駅前

広場やバス交通広場、歩道などをいう。 

 

  交通
こうつう

擁護員
よ う ご い ん

 

公立小学校の児童の通学途上における安全確保を図るために配置される人をい

う。 

 

 子
こ

ども１１０番
ばん

ピーポくんの家
いえ

 

子どもが不審者などにより被害を受け、身の危険を感じて助けを求めたときに保

護し、状況によっては１１０番通報していただくもの。 

 

  子育
こ そ だ

て支援
し え ん

情報誌
じょうほうし

 

おもに０歳から就学前までの子どもと子育て中の方を対象にした「西東京市子育

てハンドブック」等がある。 
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さ行 

  災害
さいがい

時
じ

要援護者
よ う え ん ご し ゃ

 

災害時の避難に支援が必要な方々のこと。西東京市においては下記の人が該当す

る。 

（１）65歳以上の高齢者で、ひとり暮らし又は高齢者のみの世帯に属する方 

（２）介護保険の要介護認定を受けている方 

（３）心身等に障害がある方 

（４）難病（国都の難病等医療費助成認定）の方 

 

自転車
じ て ん し ゃ

等
とう

放置
ほ う ち

禁止
き ん し

区域
く い き

 

 「西東京市自転車等の放置防止に関する条例」により、市内各駅周辺は「自転車

等放置禁止区域」に指定されている。 

 

  市民
し み ん

協 働
きょうどう

 

 市民、自治会・町内会、ボランティア団体、NPO、事業者、企業、市などのさま

ざまな主体が、公共の利益に資する同一の目的をもって取り組むまちづくり活動に

対し、対等の立場で連携の上、協力し、及び協調して取り組むことをいう。 

 

市民
し み ん

協 働
きょうどう

推進
すいしん

センター「ゆめこらぼ」 

市民活動や協働によるまちづくりの拠点として、NPOや市民活動を幅広くサポ

ートし、様々な協働の形を生み出していくための施設をいう。 

 

 生 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

 

人々が、自己の充実・啓発や生活の向上のために、自発的意思に基づき、必要に

応じて自己に適した手段・方法を自ら選んで、生涯を通じて行う学習をいう。 

 

 生産
せいさん

緑地
りょくち

 

 市街化区域内の農地で、良好な生活環境の確保に効用があり、公共施設等の敷地

として適している 300 ㎡以上の農地を都市計画に定め、建築行為等を許可制によ

り規制し、都市農地の計画的な保全を図る制度のこと。市街化区域農地は宅地並み

課税がされるのに対し、生産緑地は軽減措置が講じられている。 

 

  ゼロカーボンシティ 

 2050 年に二酸化炭素（温室効果ガス）排出量を実質ゼロにすることを目指す

旨を市長が公表した地方自治体のこと。本市は令和４（2022）年 2 月にゼロカ

ーボンシティ宣言を表明した。 
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た行 

  大規模
だ い き ぼ

開発
かいはつ

事業
じぎょう

 

 西東京市人にやさしいまちづくり条例において以下のとおり規定されている。 

（１）開発面積が 5,000 平方メートル以上の開発事業 

（２）共同住宅で計画戸数が100戸以上又は戸建住宅の計画区画数が100区画以上 

の開発事業 

（３）床面積の合計が10,000平方メートル以上の建築物を建築する開発事業 

 

多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

センター 

地域で暮らす外国人の相談窓口として、外国人支援のボランティアを中心に運営

している。 

 

地域
ち い き

協 力
きょうりょく

ネットワーク 

 各地域で活動している様々な団体や地域住民が「連携」「協力」し合い、まちづ

くりのために活動するネットワ－クの住民自治組織をいう。 

 

東京都
とうきょうと

福祉
ふ く し

のまちづくり条 例
じょうれい

 

 ユニバーサルデザインを基本理念とし、高齢者や障害のある人を含めたすべての

人が、安全、安心、快適に暮らし、訪れることができるまちづくりを進めることを

目的とする条例。建築物では移動等円滑化経路等の整備、道路では歩道の有効幅員

の確保など、対象施設の区分に応じ、「整備基準」を定めており、施設所有者・管

理者に対して、施設の新設や改修に際して基準への適合を求めている。 

 

都市
と し

計画
けいかく

道路
ど う ろ

 

都市計画法で定められる都市施設のひとつで、安全・快適な交通の確保、みどり

の空間の確保、活力と魅力ある都市の形成、防災強化、上下水道・ガス等の収容な

ど、様々な機能を有している。 
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は行 

花
はな

いっぱい運動
うんどう

 

 市民の緑化への関心を高めるとともに、潤いのある豊かなまちづくりの実現を図

るために、公園などの公共用地に設けた花壇のデザインや植え付け、管理などを市

民と協働で行う活動のことをいう。 

 

バリアフリー 

高齢者や障害のある人が社会へかかわりを持とうとするときに、社会の側でそれ

を妨げる障壁（バリア）があるとの認識のもと、バリアをなくすことで社会にかか

わりやすくする環境を整えようとする考え方である。現代では、道路や建築物にお

ける段差解消など、まちづくりにおけるバリアフリーのほか、視覚・聴覚障害者等

が支障なく情報を得られる「情報バリアフリー」、人々の意識から差別や偏見をな

くす「心のバリアフリー」など、ハード・ソフトに関係なくさまざまなバリアをな

くす意味で用いられている。 

 

ふれあいのまちづくり事業
じぎょう

 

 西東京市社会福祉協議会が進めている、小学校通学区域を中心に地域住民が主役

となって繰り広げる「住民参加型」のまちづくり活動、「こころのふれあうまち」

「お互いに助け合うまち」「安心して暮らせるまち」を目指し、小学校の通学区域

ごとに「住民懇談会」を組織し、地域ごとにさまざまな「まちづくり活動」を行っ

ている。 

 

  歩行
ほ こ う

空間
くうかん

の確保
か く ほ

 

 西東京市人にやさしいまちづくり条例において、開発事業を行うにあたって、開

発事業者は一般都道東大泉田無第233号線に面する建築物の１階の壁面部分と道路

境界線との間又は開発区域内から道路境界線までの間に歩行者が通行可能な空間を

確保するよう努めるものとすると規定している。（歩行空間を確保する区域 西東

京市東町三丁目265番５地先から同所295番５地先） 

 

 ボランティア 

市民の主体的かつ自主的な活動、または活動者をいう。狭義には福祉分野におけ

る自主活動をいうが、広義にはあらゆる自主活動を意味する。 

 

 ボランティア・市民
し み ん

活動
かつどう

センター 

 西東京市における様々な問題・課題を解決していくための活動を実践している人

及びこうした活動に関心をもっている人を応援するための施設をいう。 
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ま行 

  無電柱化
む で ん ち ゅ う か

 

 都市防災機能の強化、安全で快適な歩行空間の確保及び良好な都市景観の創出を

図るため、道路上の電線類を地中化し、電柱を撤去すること。 

 

や行 

  ユニバーサルデザイン 

 すべての年齢や能力の人々に対し、可能な限り最大限に使いやすい製品や環境の

デザインのこと。「みんなのためのデザイン」ともいわれている。ユニバーサルデ

ザインのまちづくりとは、高齢者・障害のある人・妊産婦・子ども・外国人を含む

すべての人にとって使いやすい施設や設備を整備することをいう。 
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